
                                                  

 

 

 

 この冬、九州南部では記録的な暖冬となりました  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島地方気象台 https://www.jma-net.go.jp/kagoshima/update/chosa/jma-kagoshima-20200302.pdf 
気象庁 https://www.jma.go.jp/jma/press/2003/02b/tenko201202.html 
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・九州南部の 2020 年冬（2019 年 12 月～2 月）の地域平均気温が、統計開始（1947 年冬）以降、 

最も高温に。 

＜出典＞鹿児島地方気象台 

＜出典＞鹿児島地方気象台 

＜出典＞気象庁 

・全国的にも、2020 年冬（2019 年 12 月～2 月）の平均気温が東・西日本で最も高い記録を更新。 

・また、冬の降雪量は全国的にかなり少なく、北・東日本日本海側で記録的な少雪に。 

詳細はこちら↓↓ 

・宮崎県の全ての観測地点でも 12 月～2 月の月平均気温が、統計開始以降、最も高温に。 

記録的高温となった要因は、日本付近における偏西風（亜熱帯ジェット気流）が平年より北を流れたことや

正の北極振動※などにより、寒気の南下が弱く、冬型の気圧配置が続かなかったことが考えられます。また、背

景として地球温暖化の影響も考えられます。 ※北極域の海面気圧が平年より低く、中緯度域の海面気圧が平年よりも高くなる現象 


